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地学と切手

第19回

国際地質学会議

の切手

足.Q.

第19回国際地質学会議(Int･m･せ･n･1G･･109i･･1C･n9一

･…略してIGCと呼ばれる)は1952年9月長くフラ

ンスの植民地であったアノレジュリアの首都のアルジェ

で開かれた.日本からは戦後はじめて三土知芳小林

貞一渡辺武男から怒る代表団が派遣されようやく国

際社会に復帰することが出来た.

実際にはその前の1948年の第18回会議がロンドンに

おいて開かれた時には日本はまだアメリカの占領下に

おかれておりGHQの天然資源局のS,K.NEUsc亘EL

や旺G.Sc㎜NcKが出席し田代修一カミ目本人のオブザ

ｰバｰとして随行出席したにすぎなかった.当時すで

にドイツイタリアは多数の学者をこの会議に送ってい

たのである.

19回会議はチュニスモロ'ツヨも主催者となったので

地質見学旅行はこれら3国において行われた.会議の

主なテｰマは

①前カンブリア紀層の区分と対比

②北アフリカの古'生層と世界の他地域との対比

③岩石の変形と構造地質学的意義

④海底地形と現世の堆積

⑤岩脈の成因

⑥先史人類と化石人類

⑫過去1塊世の砂漠

⑧乾燥･半乾燥地域の水理地質

⑨地球物理学の地質学に対する寄与

⑩鉄鉱床の成因

⑪燐灰石鉱床の起源

⑫地質学上の一般問題

などであった.会議の報告書Co㎜ptesRenausは22

巻か発行された.会議の参加者は82か国1,129人

である.

ひるがえって第1回のIGCが開催されたのは1878年

8月パリにおいてでありその後世界の平和が乱される

ことが幾度かあったが組織は解散されることもたく

現在に至るまでつづいて来た.日本人か初めてIGCに

参加したのは1885年のベノレリンにおける第3回会議に

留学中の和田緯四郎の出席でありその後1897年ペテル

スブノレグにおける第7回会議には巨智部忠承が出席して

以来日本から必ず参加するようになった.第7回に

は日本から100万分の1地質図が出品されている.

IGCの仕事の中には各国の地質調査事業に関係するこ

とが多いので従来はわが国から地質調査所の所員カミ必

ず1人は出席するのが慣例となっていた.しかし

IGC会則のもっとも重要匁1項は地質学の分野に関

係のある学者荏らば譲れでも参加することが出来会議

の運営方針は各国の政府学士院学会大学などの正

式代表で構成された評議員会で討議されるカ茎そこで議

決された事項はさらに個人の資格で参加した地質学者

の出席した総会の議決で正式に決定され一実行に移され

ることである.

会議の参加者は回毎に増えて前回第24回モントリオｰ

ルにおいては101か国3,700人に及びマンモス化に対す

る反省カミ生れるにいたった.25回は1976年8月16目か

ら25目にわたってオｰストラリアのシドニｰで行われ

た.この時は2800人の研究者450人の同伴者350人

の学生が参加し日本からも61名という最大の多数カミみ

られた.提出された論文は分科会770シン赤ジウ

ム425ど前回よ資多く日本からも39の論文が提出され

た一しかし経費の面ではモンドリオｰノレ会議の約4

分の125万オｰストラリアドノレ(約1億円)となり

この点で反省洪みられる.今回は中国のIUGSの加盟

台湾の追放もあり論議の約ともなった.

次の第26回はIGC王00年を記念してバリで行われるこ

とになっている曲がその次の1884年第27回会議は日

本も招待立候補蟻国のひとつになった.会議カ豆アジア

で開く意義が強調されているおりから行方が注自される.

切手は1952年8月11目発行のもので'15±は化石

オ㎞ム貝肋伽ガ鮒伽56脇㈱ゐ30fは響岩の岩脈で

ある.�


